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フ ル

道化 ・愚者/英 雄/老 賢人

名探偵の魅力を探る

光 原 百 合

1序

名探偵、この魅力的なるもの。名探偵シャーロック ・ホームズや金田一耕

助の活躍に胸を踊 らせた経験のない人は少ないだろう。

日本推理小説の歴史においては、昭和30年 代か ら40年代にかけ、 リァルな

作風のいわゆる社会派推理小説が全盛となり、そんな中 「名探偵」 は、現実

離れ しているという批判の もと一時まった く顧み られなかった。 しか しこの

批判 はかなり的はずれなものだ。名探偵 とは、神話における神々や英雄、幻

想文学における巨人や妖精と同様、人間の内的真実を描 くための存在であっ

て外的な リアルさを求めるべきものではない1)。科学がいかに発達 しようと、

いや、科学が人間を置き去 りに して発達 した時代だからこそ神話が求め られ

るように、名探偵 も簡単 に忘れ去 られる存在ではない。事実、あまりにも現

実に密着 しす ぎた社会派推理に抗 して、昭和50年 代以後、現実離れした、だ

か らこそ魅力的 な謎 を描 く小説(島 田荘司 は 『本格 ミステ リー宣言』

p.54に おいて、こういった小説を 「神秘」の語義に即 して ミステ リーと呼

び、 リアルな作風の推理小説 と区別することを提案 している)が 復興 してき

た。 こういった作品において、古典的な名探偵に劣 らぬ魅力的な探偵たちが

活躍を始めたのである。

本論はこの復活 してきた名探偵の魅力の源泉を探ることを目的としている。

名探偵を現実に存在す るとみなした、その活躍の背景や履歴の謎等にっいて

の楽 しい研究は豊富だが、名探偵の魅力を考えるには、む しろその神話的力

のよってきたるところを探るべきではあるまいか。この面か らのアプローチ
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は従来比較的手薄だったように思える。 したが って本論では名探偵をユング

心理学でいうところの 「元型(ア ーキタイプ)」的なイメージとしてとらえ、

どのような元型の力で名探偵があのような抗 しがたい魅力を備えるかを考察

する。

2従 来の名探偵観

名探偵の特色をまとめるにあたって、まず今後本論で典型的な名探偵 とし

て論議の対象 とする予定の名探偵をあげておこう。海外ではシャーロック・

ホームズ、 ブラウン神父、エルキュール ・ポワロ、エラリー ・クイーン。彼

らを代表的な名探偵 とするにはさほど異論はあるまい。国内にも論 じたい名

探偵は多いが、紙数の関係 もあり、 ここでは横溝正史の生んだ金田一耕助だ

けに絞 りたい。

彼 らの大 きな特色となっているのは、性的な無色性である。ホームズやポ

ワロはファンの間でしば しば冗談めかして 「ホモセクシュアル説」が取 り沙

汰 されるほど女性に興味を示 さず、クイーンに至 っては自身が 「僕は事実上、

性 はない」 と述べている(「 中途の家』p.302)。 ブラウン神父 はその職業

柄当然だが、その他の探偵 もみな独身である。

具体的な名探偵論 も見てみよう。ブロウフィーはその 「探偵小説 一 現代

の暴力神話か?」 において探偵をギリシア神話以来の英雄の伝統の中に位置

付け、 こう述べている。

ギ リシアの英雄たちは町にやってきて、市民全部が怪物の恐怖におのの

いているのを知る。探偵は密閉された共同体(家 族、ハウス・パーティー、

雪に閉ざされた別荘、学校、大学の構内)に やってくる。そこでは殺人

事件があり、生き残 った人々のすべてが嫌疑をかけ られている。(『 探

偵たちよスパイたちよ』p.288)

名探偵と英雄には確かに共通性があるが、大きな相違 も指摘 しておかなけ

ればならない。西洋の伝統的な英雄は、何 らかの試練を課せ られるのが常で

ある。試練の克服が彼にとっての成長であり、イニシエーションである。そ
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して苦難の末その試練を克服 したあと、即位等自分の立場にも大きな変化を

生 じ多 くの場合伴侶を得て(女 性性との結合)新 たな秩序の確立 に携 わる。

一方名探偵は、難事件という 「挑戦」は受けるが、 これは名探偵自身に課せ

られた 「試練」とは言えない。名探偵はあくまでアウトサイダーであり、事

件に対 して も客観的な立場をとる。当事者のように苦悩することなく、とき

に冷淡にさえ思えるほどの客観性を見せるのは名探偵の特徴である。 また、

名探偵はその立場に基本的に変化を被 らず、その場に定着することもまずな

い。名探偵とは本質的に、事件を求めてさまよう永遠の放浪者である。 これ

は名探偵を論 じる上で大きなポイントとなる特徴である。だが、英雄 と名探

偵、あるいは 「探偵」には確かに興味深い関係がある。 その点につ いては

3.2で 述べることになろう。

また、名探偵のアウ トサイダーぶ りは次のような見方も可能にする。

うろ覚えで恐縮だが、以前横溝正史の発言にこんなふうなものがあった

と記憶する。

「私の小説の主人公は金田m偵 ではありません。その殺 しを引き起

こさざるを得なか った犯人や、被害者であります。探偵の金田一君はた

だのス トーリーの狂言回 し役にすぎません」

かって一世を風靡 した金田一耕助です ら、それ らの作品の主役ではな

かったようである。事件を解説するだけの、野球中継で言えば選手では

な くて、野球解説者か無色透明のアナウンサーのごとき存在のようであ

る。(鼬 晶 「主張する探偵たち」『矢吹駆研究第1集 』p.7)。

キ ング ズ リー ・エ イ ミスが エ ラ リー ・ク イ ー ンを批 判 して 「物 語 の カ メ ラ」

(『探 偵 た ち よ スパ イ た ち よ』p.114)と 述 べ て い る の も鼬 氏 と ほ ぼ 同 じ主

旨 と考 え られ る。 名 探 偵 は、 もっ と も主 要 な登 場 人 物 で あ りな が ら 「主 役 」

で は な く、 事 件 か ら一 歩 ひ い た客 観 性 を もつ 一 この点 につ い て は筆 者 の 意

見 も一 致 して い る。 た だ し私 見 は こ の二 氏 と は違 い、 名 探 偵 は野 球 にお け る

解 説 者 や 単 な るカ メ ラよ りは るか に作 品 世 界 に コ ミッ トして い る と考 え る。

この点 にっ い て も3,2で 詳 し くのべ る こと に な る。
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さて、名探偵の特色を項 目にまとめれば次のようになる。

①性的に無色である。

②永遠の放浪者。アウトサイダー。

③主人公でない、客観的な立場。

67

では次節において、以上の点を念頭におきなが ら名探偵 と元型 とのかかわ

りを論 じていきたい。

3名 探偵 と元型

3.1名 探偵にかかわる元型

元型2)は 何種類ある、と固定的に規定されるものではない。夢の数だけ、

あるいは神話の数だけ元型 は存在するとも言われる。 しか し代表的な元型と

して、ペルソナ、シャドウ、 グレー トマザー、 トリックスター、老賢人等が

よく知 られている。前節で述べた名探偵の性質から考えて、名探偵イメージ

の根幹をな している元型として特に重要なのはトリックスターと老賢人 と考

えられる。

トリックスターとは神話や伝説の世界で活躍する道化的存在である。筆者

は トリックスターを 「道化 ・愚者」(英 語ならばどちらもfoo1)の 一種 とと

らえる3)。彼 らは固定 した既存の枠組みを破壊する役割を もっ。それはとき

に旧体制を打ち倒す場合 もあり、また逆に、旧体制に新 しい生命を与えて再

生させる場合 もある。本論ではこの元型を民話世界に限るのでな く、たとえ

ばシェークスピアの作品に登場する道化にも働 くもの4)と して とらえるた

め、m的 な トリックスターという呼び方ではなく、より広い 「道化 ・愚者」

という呼び方を使用 したい。

老賢人 とは、文字どおり、年老いた高い叡知の持ち主としてイメージされ

る元型である。 自分たちが行動するよりむ しろ若者を教え導 く機能 をもち、

その点、充足 した魂、「自己(セ ルフ)」 元型の現れと考 えて もよい。小此

木啓吾 は日本人 に身近な老賢人のイメージとして水戸黄門をあげて いる

(「英雄の心理学』p,p.26-39)。
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名探偵と 「道化 ・愚者」及び 「老賢人」とのかかわ りを考察する前に、ま

ずこの二つの元型の関係を考えてみよう。その際、バーバラ・グリーンフィー

ル ドによる 「元型的な男性性 一 その神話と女性に対す る意味」 とい う論文

が非常に参考になる。 グリーンフィール ドはアニムス、つまり元型的な男性

性は 「自我発達のさまざまな段階に対応する多様な形態をとって表現される。

少年、 ドン ・ファン、 トリックス ター、英雄、父親、老賢人などである」

(『父親』p.256)と 述べている。そして、老賢人にまで発達 した男性性 は

「ウロボロスに戻 り」(p.256)ま た新 しいサイクルが始まるとする。 これは

大体、少年か ら成年、老年へと進んで行 く現実の男性のライフサイクルにも

対応 している。この元型的イメージの変還は本論を展開するうえにおいても

大いに示唆に富む。名探偵に投影されるイメージも単一なものではな く複数

のイメージが重なる場合、また変遷する場合もあるか らだ。 グリー ンフィー

ル ドにおいては、男性性を女性とのかかわりという点か ら見ているため、女

性を誘惑する存在 としての トリックスターと保護あるいは支配する存在とし

ての父親を重視 しているが、女性とのかかわ りが薄い名探偵を論 じる場合は

違った視点が必要 となる。私論では名探偵を考えるうえで重要な元型を、前

述 した 「道化 ・愚者」 と 「老賢人」そして 「英雄」と考え、次のようなサイ

クルを描いてみた。

/　 　　 　 道花・愚者
老賢人

気
　　　　 英雄

グ リー ンフ ィー ル ドの論 にお け る少 年 、 ドン ・フ ァ ン、 トリ ック ス タ ーな

どの段 階 は、 本 論 で は 「道 化 ・愚 者 」 に対 応 す る。

次 に英 雄 と い う元 型 が あ る。 グ リー ンフ ィール ドは この 英 雄 と い う元 型 を

ト リ ック ス ター と父 親 の中 間 に位 置 す る もの と して い る。 英 雄 に も、 た と え
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ば遍歴の騎士や西部劇の 「シェーン」のように、果て しない放浪をするもの

と、前述のギリシャ神話の英雄のように定着 して新たな秩序(家 族)を 形成

するものがある。小此木啓吾は前述の書で、前者のような英雄を 「成熟 した

大人の愛欲 をまだ持たない、少年的な純粋さとナルシシズムを美化 した もの

だという解釈があると思 う」(P・22)と 述べている。確かに、このサイクル

上の位置か ら考えると前者は永遠の放浪者である 「道化 ・愚者」側 に近 く、

後者は安定 ・秩序を指向する 「父親」側に近いと考えられる。

英雄の次に来るはずの父親は、名探偵においてはほとんど意味を持たない

が、 これはなかなか興味深い論点 となる。 この点にっいては後述する。

私案の名探偵サイクルで次に登場するのは老賢人である。老賢人の先は道

化 ・愚者につながって、 グリーンフィール ドの説 と同様円環をなす5)。道化 ・

愚者元型は若 さを、老賢人は年輪を内包するので、老賢人のほうがより成熟

した像と考えてもさしつかえないが、必ずしも道化 ・愚者を価値の低いもの

ととらえるわけではない。また、老賢人と道化 ・愚者 との間にはっきりした

境 目を設ける必要 はないとおもわれる。この二つの元型を負ったイメージは、

きわめて軽やかに双方を行き来するか らだ。大賢は大愚に似るという言葉 も

これを指すのであろう。そ ういえば水戸黄門の漫遊記はトリックスターの永

遠の放浪を思わせる部分 もある。そ してこのご隠居様は、しばしば子供 じみ

た駄々をこねてはお供の者を困 らせるのである。

3.2名 探偵 と元型

それでは以上に述べた元型と名探偵とのかかわりを論 じてみよう。

まず 「道化 ・愚者」元型である6)。「道化 ・愚者」 とは一面未熟 ・未発達 ・

innocentな 存在である。性的に分化もしておらず、 したがって両性具有的

である。まだ本質的に何かにコミットすることがなく、常にアウトサイダー・

異邦人である。そしてそれゆえに客観的な立場をとることもで きる。 だが、

一方向的な発達主義の立場から見た場合、 この段階は 「未発達」ということ

になるが、全体をひとっの円環 と見 る立場をとれば、 これはこれで一っの完
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成を示す姿といえる。たとえばシェークスピアの道化も、無知ゆえに愚かな

言動をする場合 もあるが、実はすべてを見通す知恵の持ち主で、何もかも知っ

た上で皮肉を浴びせている場合もある。無知の知、あるいはwisefoolと

いった逆説的存在が 「道化 ・愚者」である。古来からの象徴体系の集大成と

いえるタロットカー ドには 「愚者(Fool)」 という非常に重要なカー ドが存

在する。「永遠に放浪す る若者」を描いたこのカー ドは、「未熟、愚か しさ」

を寓意す るという解釈 と 「最高の叡知」を寓意するとい う解釈が存在 する、

まさに逆説的なカードなのである7)。 「Fool」とはまさにそういう存在 なの

だ。サーカスに見 られる間抜けなピエロ像は 「道化 ・愚者」のほんの一部で

しかない。いや、そのピエロでさえ、 こちらの見方によってはすべてを見透

かした悲哀をにじませてないと言い切れるだろうか。

以上の特色は前述 した名探偵の特色 と見事に共通 していることがわか る。

名探偵が女性に興味を示 さないのは自己完結的な両性具有性の現れである。

またそれと同時に、異性のパー トナーを得ることはとりもなおさず定住 とコ

ミットメントの始まりであり、異邦人性 ・客観性の保持に反するためで もあ

ろう。そ して名探偵は、常識にとらわれずすべてを見通す知恵をもっがゆえ

に、 しば しば周囲から変人扱いされる。 これ もwisefoolの 像 といえる。

そして、「永遠の放浪者」であること。

老賢人も道化 ・愚者に劣 らず名探偵に大きく投影される。名探偵にさっそ

うとした ヒーローというイメージを持っ向きには意外なことだが、名探偵に

は案外高齢者が多い。ポワロしか り、ブラウン神父 しか り、文字どおり老賢

人である。老賢人 も両性具有性を示すが、これは 「道化 ・愚者」のように未

分化 というよりも、む しろ一旦男性性を確立させたのちに女性性をとりいれ

た結果の理想像としての両性性と考えてよい。登場当時か ら高齢である名探

偵に穏やかで柔 らかい雰囲気の人物が多いのは、この女性性との結合が無縁

ではないと考え られる。ポワロが非常に細かいことに気を配 り、「中年女性

みたい」などと揶揄されるのも、このことの戯画化された表現ではないか。

そしてまた老賢人 は、 自らが中心となって活躍するより、む しろ次世代の若
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者を教え導 くという客観性をもっ。っまり両性具有性、客観性など名探偵に

見 られる 「愚者 ・道化」的特徴 は、かなり老賢人にもあてはまるのである。

そもそも3.1で も述べたように、老賢人と愚者 ・道化はwisefoolに おけ

るが ごとく時にきわめて近接するものなのだ。

ここにおいて、2で 述べた 「主人公ではないが解説より重要」とする私見

のポイントも明らかであろう。 目立 った活動をしないか ら重要でないとは限

らない。名探偵とはまさに、「自己」の顕現である老賢人のイメージとして、

作品を支え、迷える若 き主人公たちを教え導 く。主人公ではないがそれより

重要な存在になりうるのである。

さて、では 「英雄」はどうであろうか。 もちろん俗 な意味合 いにおける

「カッコよさ」、 ヒーロー性を多 くの名探偵が もっことに疑問の余地はないが、

やはりイニシエーションの当事者になるか否かの点で英雄と名探偵に大きな

違いがあることも無視できない。だが、英雄を論 じる上で意義深い一連の

「探偵」たちがいる。ハー ドボイル ド作品に登場する私立探偵である。最 も

代表的なのはレイモンド・チャンドラーのフィリップ ・マーロウであろう。

彼 らはときに名探偵を も凌駕する魅力に満 ちた人物像であ るが、一般的に

「名探偵」 とは呼ばれない。彼 らと 「名探偵」 との違いはどこにあるのだろ

うか。

まず、ハー ドボイル ド探偵は事件に巻き込まれ、「当事者」 になって しま

う。渦中の人物との関係 もあくまで対等であり、老賢人のように見守 るとい

う余裕はない。そ してまた、多 くの場合 「ワトソン役」っまり語り手の目を

通 して描かれるため心 の内部が読者には伝わ らない名探偵と違 い、ハー ドボ

イル ド探偵は必ずといっていいほど一人称小説 に登場する。その苦悩 も迷い

も読者にス トレートに伝わってくる。最後に、ハー ドボイル ド探偵は自己完

結的な名探偵と違い、女性 との関係 も豊富である。

こうして考えると、ハー ドボイル ド探偵とは英雄的な要素を色濃 くもった

探偵であると言えそうに思える。自らに課せ られた試練において、その苦悩

において、そして自分 の外部の女性性との出会いにおいて。 もちろんハー ド
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ボイル ド探偵 も体制 ・秩序側に定着することはあり得ないので、ギ リシャ神

話の英雄よりむ しろ、前述 した永遠の放浪者性を残 した遍歴の騎士的英雄に

近い8)。

逆に日本語 の 「名探偵」という言葉で喚起されるイメージは、単に 「す ぐ

れた探偵」を意味するのでな く、すでに何度も述べたように、英雄 という元

型よりも 「道化 ・愚者」及び 「老賢人」という元型の投影を色濃 く受 けたも

のである。 「名」がっ くか否かはここで分かれると言 っていい。

最後に、英雄の次の段階としてグリーンフィール ドにおいては非常 に重要

な扱いを受 けている 「父親」が名探偵にはあまり投影 されない理由も、なか

なか興味深 い論点となる。

典型的な父親像は名探偵とはかなり違った存在である。すでに述べたよう

に名探偵 は父親にあるような定着、秩序確立といった機能や、女性(こ の場

合 「母親」 というべきか)と いうパー トナーを持たないこと。そ して もう一

つ興味深い点がある。特に西洋における父親像は、秩序内にいるものを教え

導 くという機能 と表裏一体のものとして、秩序維持のためそれに反するもの

を 「裁 き、罰する」という重要な機能を持っ。ところがこの要素は、一見意

外かも知れないが、名探偵にはきわめて希薄である。事件を解決 し犯人をっ

かまえる、「裁 く」 という機能にきわめて近い役割を持っ と思われ るにもか

かわ らず、である。

探偵 を動かすのは、ある場合はそれが難事件であるということで刺激され

た名探偵自身の知的好奇心である。 この動機は 「道化 ・愚者」的探偵に大 き

いと思われる。また、ある場合名探偵を動かすのは、剽 牛に巻き込まれた人々

の生命を、あるいは名誉を魂を守ろうとするきわめて個人的な動機 である。

この動機 も犯人を裁 くという機能 とは必ずしも一致 しない。 したがって犯人

側の事情を理解すれば、名探偵は犯人に共感することさえある。 このような

理解 ・共感 という機能はむしろ母性的なものさえ感 じさせ、女性的原理をバ

ランスよく受 け入れて両性具有的存在 となった老賢人の像にふさわしい。
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4　 まとめ

　名探偵 の魅力をさぐる上で、「道化 ・愚者」及び 「老賢人」 とい うそれ 自

体魅力的な元型を用い、こういった元型のイメージ投影が名探偵に神話的 ・

普遍的な輝きを与えると論 じてきた。今回は紙数の都合で及 ばなか ったが、

次回論文では、このような元型が具体的な個々の名探偵にどのような魅力を

与えているかを、名探偵や推理小説の分野に限らず幅広いキャラクターと比

較 しなが ら記述 していく予定である。

(注)

1)島 田荘 司は こう述 べてい る。 「名探偵 な どとい うもの こそ、最 も神話的人物 なの

だ。 神 々を描 こうとす る決意 がないな ら、名探偵 など登場 させ ないほ うが よい」

(『本 格 ミステ リー宣言」p.54)

2)元 型 を一言 で説明 す ることは難 しいがユ ング本人 は、集合無意識内 に存在 して イ

メー ジを形成 する 「結晶の軸」 のよ うな もの と述 べている。詳細 は河合 「無意識

の構造』pp.84-88参 照。
しもと

3)「 …無骨 な田舎者 、お調子者、 トリックス ター、笞、そ してスケ ー プゴー トと し

て、 フール は世界 に、 そ して世界 の想像 的表現 もろ もろの中にか くも繰 り返 し繰

り返 し立 ち現 れて くる…」(ウ ィル フォー ド 『道化 と笏杖』p.13)

4)野 島は 「道化 ハム レ`ット」(『文芸読本 ・シェクス ピア」p.142)に お いて、 道

化 の機 能を 「『見 かけ』の裏 に 『真実』 を見」 て とる こと、 およ び 「「見か け』

を 『見かけ』 として維持 す る」 こととしている。

5)た だ し筆者 は この変還 を一方 向的な ものでな く、双方 向的 な移動が有 り得 るもの

だ ととらえている。

6)道 化 の民族学 的機 能にっいては山口昌男 の著作 に、 また心理学的機能 につ いて は

河合 隼雄 の 「影 の現象学』 に詳 しい。 ことに道化 の自己完結性 ・客観性等 につ い

ては 『影 の現象学』第4章 に見事 に論 じられている。

7)「 おそ らく彼(愚 者)は もはや世界現象 の舞踏 を飽 きるほど味わ いっ くして しまっ

たのだ。 もはや このよ うな糧 を求 める ことはない。彼 は回転 と変身 を解脱 して い

るのだ」(ベ ルヌー リ 「錬金術一 タロッ トと愚者 の旅』p.205)

8)ハ ー ドボイル ド探 偵を騎士 に見立 て る見方 はかな り一 般的 で あ る。 た とえばハ

ヤカ ワ ・ミステ リ文 庫の、 ハー ドボイル ド小説広告の キ ャッチ コ ピー に は 「卑

しき街を行 く誇 り高 き騎士一 」 とある。
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